
【資料】 

土岐市こども計画の策定について 

１．計画策定について 

 令和５年４月１日に「こども基本法」が施行されました。この法律は、社会全体としてこ

ども施策に取り組むというものです。同法第１０条第２項の規定により、市町村は「市町

村こども計画」を定めるよう努めることとされています。また、同条第５項の規定により、

「市町村こども計画」は子ども・若者計画、子どもの貧困対策計画、こども施策に関する

計画と一体的に作成することができるとされています。 

第２期土岐市子ども・子育て支援事業計画は令和２年度から令和６年度までの計画

で、今後、次期５ヶ年計画を策定していきます。 

 つきましては、従来までは単独で計画していた土岐市子ども・子育て支援事業計画

について、下記図のとおり、市町村こども計画と土岐市子ども・子育て支援事業計画を

一本化し、土岐市こども計画として策定していきたいと考えています。計画期間は令和

７年度から令和１１年度までです。 

 

 

 

 

 

 

２．アンケートの実施について 

 今年度は、計画策定のためのアンケートに着手します。アンケートは下記調査対象

者毎に４種類を作成し、調査を行います。 

調査対象者 調査数 

就学前児童保護者（未就園児、就園児） 1,000 

小学５年生、中学２年生 1,000 

小学５年生、中学２年生の保護者 1,000 

一般市民（１５歳～３９歳） 3,500 

合計 6,500 

 

 令和６年３月にアンケートに着手し、令和６年度初旬にアンケートの集計・分析を行

います。 

 

３．今後のスケジュール 

  第２８回 令和６年１０月頃 素案提示 

  第２９回 令和６年１２月頃 修正案提示 

        令和７年 １月頃 パブリックコメント 

  第３０回 令和７年 ２月頃 最終案提示 

        令和７年 ３月頃 計画策定・公表 

土岐市こども計画 

子どもの貧困対策計画 子ども・若者計画 
第３期土岐市子ども・子育て

支援事業計画 
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１ 調査実施の概要 

（１）調査の目的 

本市では、「子ども・子育て支援法」に基づき、令和２年３月に「第２期土岐市子ども・子育て

支援事業計画」を策定し、様々な子育て支援事業に取り組んでおります。 

この度、こども施策を総合的に推進するためのこども計画（令和７～11 年度）を策定するにあ

たり、保護者の方の子育て状況、ご要望やご意見、利用ニーズ等を把握するため、アンケート調

査を実施いたしました。 

 

（２）調査の設計 
 

調査対象者 

①土岐市に居住する就学前児童の保護者 1,000人（無作為抽出） 
②土岐市に居住する小学５年生、中学２年生の保護者 863人 

（悉皆調査） 
③土岐市に居住する小学５年生、中学２年生 863人（悉皆調査） 
④土岐市に居住する15～39歳 3,500人（無作為抽出） 

調査期間 
①④令和６年４月15日～令和６年５月13日 
②令和６年３月12日～令和６年４月５日 
③令和６年３月12日～令和６年３月31日 

配布、回収 
方法 

①④郵送配布、郵送回収またはＷｅｂ回答 
②③学校経由配布、Ｗｅｂ回答 

※就学前児童保護者、一般調査にて英語・フィリピノ語のＷｅｂ回答を実施 

 

（３）調査の設計 

調査によるそれぞれの配布、回収状況は、以下のとおりです。 

■ 調査票の配布、回収状況 

調査対象者 配布数(人) 回収数(人) 回収率(％) 

就学前児童保護者 1,000 495 49.5 

小中学生保護者 863 415 48.1 

小中学生 863 790 91.5 

若者 3,500 650 18.6 

※就学前児童保護者：英語回答4件、フィリピノ語回答1件含む 

 若者：英語回答11件、フィリピノ語回答1件含む 
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（４） 報告書の見方について 

①年齢の定義 

就学前児童、一般調査の年齢定義は、アンケート調査において誕生日の年月を回答しているた

め、下記による年齢区分により集計を行いました。 
 

年齢区分 該当する生年月 

０歳児 2023年４月２日～2024年４月１日 

１歳児 2022年４月２日～2023年４月１日 

２歳児 2021年４月２日～2022年４月１日 

３歳児 2020年４月２日～2021年４月１日 

４歳児 2019年４月２日～2020年４月１日 

５歳児 2018年４月２日～2019年４月１日 

（注）調査期間【2023年度】における年齢の定義 

 

一般：1984年４月２日～2009年４月１日生まれ（15～39歳） 

 

②電算処理の注意点 

調査結果の数値については小数点第２位以下を四捨五入しているため、内訳を合計しても

100％に合致しない場合があります。 

なお、基数となる実数は「n」として掲載し、各グラフや表の比率は「n」を母数とした割合を

示しています。 

また、複数回答が可能な設問では、各項目の割合の合計が 100％を超える場合があります。 
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小学５年生, 

59.5%

中学２年生, 

40.0%

無回答, 

0.5%

保護者

n=415

母親, 

90.8%

父親, 

8.4%

その他, 

0.2%
無回答, 

0.5%

保護者

n=415

配偶者が

いる, 

90.6%

配偶者は

いない, 

8.9%

無回答, 

0.5%

保護者

n=415

母親, 

90.1%

父親, 

9.5%

その他, 

0.2%

無回答, 

0.2%

就学前児童

n=495

配偶者が

いる, 

97.4%

配偶者は

いない, 

2.4%

無回答, 

0.2%

就学前児童

n=495

０歳, 

12.5%

１歳, 

13.1%

２歳, 

13.7%

３歳, 

14.7%

４歳, 

17.4%

５歳, 

26.5%

無回答, 

2.0%

就学前児童

n=495

２ 調査対象者の属性、家族状況 

（１）各調査の属性 

○回答いただきました各調査の属性は、以下のとおりです。 

①就学前児童保護者 

問2 こどもの年齢 問3 回答者 問４ 配偶者の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➁小中学生保護者 

問2 こどもの学年 問3 回答者 問４ 配偶者の有無 
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小学５年生, 

50.6%

中学２年生, 

49.4%

無回答, 

0.0%

こども

n=790

男子, 

51.1%

女子, 

45.6%

答えたくない・

その他, 3.0%

無回答, 

0.3%

こども

n=790

15～19歳, 

23.1%

20～24歳, 

16.8%

25～29歳, 

18.8%

30～34歳, 

20.0%

35歳以上, 

20.0%

無回答, 

1.4%

若者

n=650

男性, 

41.4%女性, 

55.2%

答えたくない・

その他, 2.6%

無回答, 

0.8%

若者

n=650

③小中学生 

問１ 学年 問２ 性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④若者 

 

問3 年齢 問２ 性別 
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23.8 

11.5 

10.3 

1.4 

6.9 

12.1 

24.0 

9.1 

0.4 

0.4 

0% 10% 20% 30%

土岐津小学校区

下石小学校区

妻木小学校区

濃南小学校区

駄知小学校区

肥田小学校区

泉小学校区

泉西小学校区

わからない

無回答

就学前児童

n=495

12.8 

6.5 

6.7 

2.4 

6.7 

6.3 

16.1 

4.3 

5.3 

6.7 

1.4 

4.8 

4.1 

15.7 

0.0 

0% 10% 20% 30%

土岐津小学校

下石小学校

妻木小学校

濃南小学校

駄知小学校

肥田小学校

泉小学校

泉西小学校

土岐津中学校

西陵中学校

濃南中学校

駄知中学校

肥田中学校

泉中学校

無回答

保護者

n=415

10.6 

6.5 

4.6 

1.3 

5.7 

5.4 

13.3 

3.4 

10.5 

9.5 

1.5 

5.6 

5.3 

16.6 

0.3 

0% 10% 20% 30%

土岐津小学校

下石小学校

妻木小学校

濃南小学校

駄知小学校

肥田小学校

泉小学校

泉西小学校

土岐津中学校

西陵中学校

濃南中学校

駄知中学校

肥田中学校

泉中学校

無回答

こども

n=790

20.6 

10.6 

9.2 

2.9 

10.5 

12.0 

22.9 

9.5 

0.9 

0.8 

0% 10% 20% 30%

土岐津小学校区

下石小学校区

妻木小学校区

濃南小学校区

駄知小学校区

肥田小学校区

泉小学校区

泉西小学校区

わからない

無回答

若者

n=650

（２）居住地域の状況 

○回答者が居住する小学校区は、以下のとおりです。 

問1 居住小学校区  問1 通学している学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問3 通学している学校  問1 居住小学校区 
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36.8 

64.6 

4.0 

12.5 

1.6 

8.1 

0.2 

41.7 

58.2 

2.4 

9.7 

***

5.9 

1.4 

0% 25% 50% 75% 100%

日常的に祖父母等の

親族にみてもらえる

緊急時もしくは用事の際には

祖父母等の親族にみてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる

緊急時もしくは用事の際には

子どもをみてもらえる友人・知人がいる

その他

いずれもいない

無回答

R5調査

n=495

H30調査

n=482

３ 調査結果抜粋 

周囲の援助が得られない、孤立した子育て環境にいる保護者は就学前児童で8.1％ 

親族、知人等協力者の状況は、緊急時や用事の際に見てもらえる割合が増加 

子育てに関する親族、知人等協力者の状況は、多くの保護者が日常的、または緊急時、用事の

際に祖父母等の親族に子どもをみてもらえると回答しており、協力を得られる状況です。 

しかし、前回調査（H30）と比較すると、「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」が 4.9 ポ

イント減少、「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえるが 6.4 ポイント増加

しています。 

一方で、協力者が「いずれもいない」と回答した、孤立した子育て環境にいる保護者は 8.1％

となっており、前回調査と比較すると 2.2 ポイント増加しています。 

【就学前児童調査 問６】 

問６ 親族、知人等の協力者の状況（経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※H30調査では「その他」の選択肢がありません 
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87.9

77.0

68.1

7.3

8.5

8.1

6.5

30.1

0.0

5.3

0.8

3.6

0.4

84.7 

81.7 

71.6 

9.0 

10.5 

8.9 

6.5 

29.5 

0.2 

6.8 

0.2 

2.4 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

配偶者

祖父母等の親族

友人や知人

近所の人

インターネット

（子育て支援サイトやＳＮＳ、

ＬＩＮＥ等）

子育て支援施設

（地域子育て支援センター、

児童館等）・ＮＰＯ

保健所・保健センター

保育園・幼稚園の先生

民生委員・児童委員

かかりつけの医師

市の子育て関連担当窓口

その他

無回答

R5調査

n=495

H30調査

n=542

子育てをする上で気軽に相談できる相手（先）として「配偶者」、「祖父母等の親族」、「友人や

知人」が上位を占め、その多くは身近な人達となっていますが、前回調査と比較すると、「祖父母

等の親族」が 4.7 ポイント、「友人や知人」が 3.5 ポイント減少しています。 

【就学前児童調査 問７】 

問7 気軽に相談できる相手（経年比較） 
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28.5 

23.6 

11.7 

6.6 

36.0 

31.4 

2.6 

1.9 

20.4 

34.2 

0.6 

0.7 

0.2 

1.6 

0% 25% 50% 75% 100%

R5調査

n=495

H30調査

n=482

フルタイムで就労しており、

産休、育休、介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、

産休、育休、介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており、

産休、育休、介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しているが、

産休、育休、介護休業中である

以前は就労していたが、

現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

38.8 

32.1 

1.2 

1.4 

48.9 

52.2 

1.0 

0.7 

7.5 

9.7 

1.2 

0.9 

1.4 

3.1 

0% 25% 50% 75% 100%

保護者（R5）

n=415

【参考】小学生

保護者（H30）

n=707

フルタイムで就労しており、

産休、育休、介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、

産休、育休、介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており、

産休、育休、介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しているが、

産休、育休、介護休業中である

以前は就労していたが、

現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

母親の就労状況（育休等を含む）は就学前児童で78.8％、小中学生保護者で89.9％ 

母親の就労状況（産休・育休・介護休業中含む）をみると、就学前児童が 78.8％、小中学生保

護者が 89.9％となり、そのうち産休、育休、介護休業中の方は、就学前児童で 14.3％、小中学生

保護者で 2.2％となっています。 

就労状況を前回調査と比較すると、就学前児童では 15.3 ポイント増加しています。 

【就学前児童保護者 問 9、小中学生保護者 問 25】 

 

問９ 母親の就労状況（経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問25 母親の就労状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査（平成30年）は小学生保護者を対象とした調査となっています 

  

小中学生保護者 

就学前児童保護者 
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26.5 

17.2 

33.7 

69.7 

6.9 

5.7 

1.8 

6.3 

2.0 

3.8 

0% 25% 50% 75% 100%

幼稚園

幼稚園の預かり保育

保育園

認定こども園

小規模保育事業所

事業所内保育施設

その他の認可外の保育施設

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

就学前児童

n=495

15.7 

4.3 

13.8 

65.7 

2.7 

1.9 

0.3 

0.0 

0.8 

0.3 

38.5

12.2

45.1

6.4

1.3

2.9

1.3

0.0

1.6

0.0

0% 25% 50% 75% 100%

幼稚園

幼稚園の預かり保育

保育園

認定こども園

小規模保育事業所

事業所内保育施設

その他の認可外の保育施設

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

R5調査

n=376

H30調査

n=377

平日の定期的な教育・保育事業は、利用希望が利用実態を上回っている 

実際に利用中の定期的な教育・保育事業は、「認定こども園」が 65.7％となっています。 

一方、保護者が希望する事業は「認定こども園」が 69.7％、「保育園」が 33.7％、「幼稚園」が

26.5％となっています。 

平日の定期的な教育・保育事業に関して、実際の利用と希望の乖離が大きい事業は、「保育園」

が 19.9 ポイント、「幼稚園の預かり保育」が 12.9 ポイント、「幼稚園」が 10.8 ポイント、「ファ

ミリーサポート」が 6.3 ポイント、「認定こども園」が 4.0 ポイント、となり、いずれも希望の割

合が高くなっています。 

【就学前児童保護者 問 11-１・問 12】 

 問11-1 定期的な教育・保育事業の利用状況 問12 希望する定期的な教育・保育事業 
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あった, 

66.2%

なかった, 

32.4%

無回答, 

1.3%

R5調査

n=376

39.8 

87.1 

39.8 

14.1 

1.2 

1.2 

1.2 

2.8 

4.8 

1.6 

18.7 

78.5 

37.4 

14.9 

0.0 

***

0.0 

0.3 

2.4 

0.7 

0% 25% 50% 75% 100%

父親が休んだ

母親が休んだ

（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった

父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた

病児・病後児の保育を利用した

ベビーシッターを利用した

ファミリー・サポート・センターを利用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

無回答

R5調査

n=249

H30調査

n=289

あった, 

76.7%

なかった, 

19.6%

無回答, 

3.7%

H30調査

n=377

病気やケガで通常の事業が利用できなかった場合の対処方法は、「母親が休んだ」が

「父親が休んだ」を大きく上回る 

病気やケガで通常の事業を利用できなかった場合の対処方法は、「母親が休んだ」（87.1％）が

最も高く、「父親が休んだ」（39.8％）、「（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった」

（39.8％）となっています。 

前回調査と比較すると、「父親が休んだ」が 21.1 ポイント、「母親が休んだ」が 8.6 ポイント、

「仕方なく子どもだけで留守番をさせた」が 2.5 ポイント高くなっています。 

【就学前児童保護者 問 17・問 17-1】 

問17 病気やケガで通常の事業が利用できなかったことの有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問17-1 この１年間の対処方法 （経年比較） 
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35.1 

13.0 

22.1 

9.2 

45.0 

0.8 

8.4 

30.5 

43.5 

17.6 

38.8 

4.7 

58.8 

1.2 

5.9 

7.1 

0% 25% 50% 75% 100%

自宅

祖父母宅や友人、知人宅

習い事

児童館・児童センター

放課後教室

ファミリー・サポート・センター

その他（公民館、公園など）

無回答

R5調査

n=131

H30調査

n=85

53.4 

13.0 

31.3 

6.9 

22.9 

0.8 

9.2 

29.0 

70.6 

24.7 

43.5 

8.2 

35.3 

1.2 

10.6 

7.1 

0% 25% 50% 75% 100%

R5調査

n=131

H30調査

n=85

就学前児童保護者の放課後教室の利用希望は、低学年時の45.0％から高学年時では

22.9％と減少 

放課後の過ごし方の希望をみると、低学年のうちは「放課後教室」（45.0％）が最も高く、次い

で「自宅」（35.1％）、「習い事」（22.1％）となっています。高学年になると、「自宅」（53.4％）

が最も高く、次いで「習い事」（31.3％）、「放課後教室」（22.9％）となっています。前回調査と

比較すると、低学年では「児童館・児童センター」、「その他」（公民館、公園など）で微増してい

ます。高学年ではすべての項目で減少しています。 

問21・問22 放課後の過ごし方の希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「小学校低学年」は１～３年生、「小学校高学年」は４～６年生です。 

  

小学校低学年の頃の過ごし方 小学校高学年の頃の過ごし方 
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10.9 

19.3

44.8 

47.5

26.5 

22.2

17.2 

10.8

0.6 

0.2

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=495

小中学生

n=415

よく参加している 時々参加している あまり参加していない まったく参加していない 無回答

74.5 

83.9

5.5 

11.8

0.6 

2.9

1.2 

1.2

16.8 

0.2

1.4 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=495

小中学生

n=415

よく参加している 時々参加している あまり参加していない

まったく参加していない 通園していない 無回答

地域の行事や園・学校の行事への参加（「よく参加している」＋「時々参加している」）

割合は高いが、まったく参加していない割合は就学前児童で高い 

地域の行事等に参加している割合（「よく参加している」＋「時々参加している」）は就学前児

童保護者で 55.7％、小中学生保護者で 66.8％となっています。 

また、お子さんが通う園や学校の行事に参加している割合（「よく参加している」＋「時々参加し

ている」）は、就学前児童保護者で80.0％、小中学生保護者で95.7％となっています。 

一方で、地域の行事等にまったく参加していない割合は、就学前児童保護者で 17.2％、小中学

生保護者で 10.8％となっています。 

【就学前児童保護者 問 34①② 小中学生保護者 問 13①②】 

 

問34①・問13① 地域の行事等に参加しているか 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

問34②・問13② 子どもが通う園や学校の行事に参加しているか 
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満足して

いない, 

6.9%

あまり満足

していない, 

21.8%

ふつう, 

53.1%

やや満足

している, 

14.1%

満足している, 

3.2%

無回答, 

0.8%

R5調査

n=495

満足度が

低い, 

8.0%

満足度が

やや低い, 

22.9%

ふつう, 

50.9%

満足度が

やや高い, 

14.6%

満足度

が高い, 

2.3%

無回答, 

1.4%

H30調査

n=586

満足して

いない, 

8.9%

あまり満足

していない, 

21.7%

ふつう, 

61.0%

やや満足

している, 

6.7%

満足して

いる, 

1.4%

無回答, 

0.2%

保護者

n=415

満足度が

低い, 

6.0%

満足度が

やや低い, 

18.8%

ふつう, 

54.1%

満足度が

やや高い, 

18.4%

満足度が

高い, 

1.2%

無回答, 

1.5%

【参考】小学生保護者（H30）

n=586

子育て環境や支援に対する満足度（「満足」＋「やや満足」＋「ふつう」）は、 

就学前児童保護者で70.4％、小中学生保護者で69.1％ 

土岐市における子育ての環境や支援に対する満足度「満足している」＋「やや満足している」

＋「ふつう」）は、就学前児童保護者で 70.4％、小中学生保護者で 69.1％となっています。【就学

前児童保護者 問 27、小中学生保護者 問 30】 

今後、土岐市が子育て支援策として特に取り組むべきこととして、就学前児童保護者、小中学

生保護者ともに「医療費助成の拡充（高校生まで）」（就学前児童 68.5％、小学生 84.3％）が最も

高くなっています。 

問27 土岐市における「子育ての環境や支援への満足度」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問30 土岐市における「子育ての環境や支援への満足度」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査（平成30年）は小学生保護者を対象とした調査となっています  

就学前児童保護者 

小中学生保護者 
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ひとり親世帯, 

19.4%

ひとり親世帯

非該当, 80.6%

所得層Ⅰ

n=31

所得層Ⅰ, 

6.3%

所得層Ⅱ, 

90.9%

無回答, 

2.8%

就学前児童

n=495

ひとり親

世帯, 

48.7%

ひとり

親世帯

非該当, 

51.3%

所得層Ⅰ

n=39

所得層Ⅰ, 

9.6%
所得層Ⅱ, 90.1%

無回答, 

0.2%

保護者

n=415

「所得層Ⅰ」世帯は就学前児童保護者6.3％、小学生9.6％ 

そのうちひとり親世帯は就学前児童保護者約２割、小中学生保護者は約５割 

世帯収入の設問の選択肢における中間値を置換し、世帯人数の平方根で除した「等価世帯収入」

を算出し、有効回答者全体の中央値の半分である 141 万円未満の世帯を貧困層を「所得層Ⅰ」と

しました。該当世帯割合をみると、就学前児童保護者で 6.3％、小中学生保護者で 9.6％となって

おり、そのうち「ひとり親世帯」は就学前児童保護者で約２割・小学生約５割となっています 

【就学前児童保護者 問 31、小中学生保護者 問 17】 

問31 世帯の収入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問17 世帯の収入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低所得層（所得層Ⅰ）の算出について 

アンケート内にある世帯収入の設問の選択肢における中間値を置換し、世帯人数の平方根で除した「等

価世帯収入」を算出しました。等価世帯収入について、有効回答者全体の中央値の半分である141万円

未満の世帯を貧困層とし、全体に占める貧困の割合を算出しました。 

基準値141万を下回る世帯を「所得層Ⅰ」、上回る世帯を「所得層Ⅱ」としています。 

就学前児童保護者 

小中学生保護者 
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11.8 

1.3 

1.5 

1.8 

32.2 

1.5 

7.0 

5.8 

21.5 

2.9 

13.5 

14.3 

32.7 

91.5 

74.1 

74.7 

1.8 

2.7 

3.8 

3.3 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

0% 25% 50% 75% 100%

学校に行きたくない

と思った

１ヶ月以上連続して

学校を休んだ

いじめられた

夜遅くまで子ども

だけで過ごした

よくあった ときどきあった あまりなかった なかった こたえたくない/わからない 無回答

小学校入学後に学校に行きたくない、いじめられたと回答した割合が一定数いるまた、

いやなことや悩んでいる時に相談するのは約７割が親 

小学校に入学してからの出来事についてみると、学校に行きたくないと回答した割合（「よくあ

った」＋「ときどきあった」）は 44.0％となっています。また、いじめられたと回答した割合（「よ

くあった」＋「ときどきあった」）は、8.5％となっています。【小中学生 問 11①③】 

問11 入学後にあったこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

小中学生 n=790 
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67.3 

24.8 

14.6 

4.7 

57.7 

10.4 

8.9 

10.1 

8.0 

27.5 

2.8 

3.8 

4.2 

0.6 

1.6 

3.3 

2.0 

0.3 

1.5 

1.9 

7.2 

5.7 

1.5 

0% 25% 50% 75% 100%

親

きょうだい

おばあさん・おじいさん

おじさん、おばさんなどの親せき

学校の友だち

塾や習いごとの友だち

その他の友だち

いとこ

保健室の先生

担任の先生やほかのクラスの先生

クラブ活動の先生

スクールカウンセラー

塾や習いごとの先生

学童保育の先生（放課後子どもクラブ、放課後児童室、

放課後児童クラブなど）

子ども専用の電話相談

インターネットのサイトなどを通じて知り合った直接

会ったことのない人

近所の人

地域の支援団体（学習支援の場や子ども食堂など地域で

同じ年ごろの子どもが集まる場所）

その他の人

だれにも相談できない

だれにも相談したくない

わからない

無回答

こども

n=790

いやなことや悩んでいる時に誰かに相談するかについてみると、「親」（67.3％）が最も高く、

次いで「学校の友だち」（57.7％）「担任の先生やほかのクラスの先生」（27.5％）「きょうだい」

（24.8％）となっています。一方、「だれにも相談できない」が 1.9％、「だれにも相談したくな

い」が 7.2％となっています。【小中学生 問 14】 

問14 いやなことや悩んでいる時にだれかに相談するか 
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4.6 

7.4 

12.2 

2.5 

23.7 

9.1 

5.8 

4.3 

11.1 

7.2 

42.8 

3.2 

2.6 

0% 25% 50% 75% 100%

友達との関係のこと

学業成績のこと

進路のこと

部活動、習い事のこと

家庭の経済的状況（お金）のこと

自分と家族との関係のこと

家庭内の人間関係のこと

（両親の仲が良くないなど）

病気や障がいのある家族がいること

自分のために使える時間が少ない

その他

特にない

答えたくない

無回答

若者

n=650

75.5 7.8 11.6 

4.5 

0.6 

0% 25% 50% 75% 100%

若者

n=335

相談相手や話を聞いてくれる人がいる 相談相手や話を聞いてくれる人がいない

相談や話はしたくない 答えたくない

無回答

悩みや困りごとについて、相談に乗ったり話を聞いてくれる人が「いない」、「相談等

したくない」と回答した割合が約２割 

悩みや困りごとについて、相談に乗ってくれたり、話を聞いてくれる人がいるかについてみる

と、相談相手や話を聞いてくれる人がいない回答した割合は 7.8％、相談や話はしたくないと回

答した割合は、11.6％となっています。【若者 問 14 問 15】 

また、何か困った時の対応として、自分で解決策を考えると回答した割合（「あてはまる」+「や

やあてはまる」）は 87.4％、何もしないと回答した割合（「あてはまる」+「ややあてはまる」）は

29.6％となっています。【若者 問 13】 

問14 現在、悩んだり困っていること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問15 悩みや困りごとについて、相談に乗ってくれたり、話を聞いてくれる人がいるか 
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46.5 

37.7 

7.7 

50.8 

9.4 

30.5 

30.8 

10.9 

36.6 

20.2 

12.9 

15.5 

18.6 

6.0 

23.8 

8.8 

13.7 

59.1 

3.8 

43.5 

1.4 

2.3 

3.7 

2.8 

3.1 

0% 25% 50% 75% 100%

親に相談する

友達に相談する

先生に相談する

自分で解決策を考える

何もしない

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない 無回答

問13 何か困った時の対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

若者 n=650 
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80.8 

69.1 

40.4 

39.4 

49.7 

11.4 

22.4 

35.3 

33.8 

28.2 

2.7 

5.7 

15.6 

15.1 

12.4 

5.1 

2.7 

8.6 

11.6 

9.5 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

0% 25% 50% 75% 100%

自分の部屋

家庭

学校

地域

インターネット空間

そうおもう どちらかといえばそうおもう

どちらかといえばそうおもわない そうおもわない

無回答

64.7 

68.6 

36.7 

29.1 

35.1 

16.5 

23.9 

36.6 

33.9 

30.3 

3.0 

3.5 

13.6 

16.1 

11.6 

3.1 

1.8 

9.1 

9.5 

10.7 

12.0 

1.6 

3.0 

10.5 

11.9 

0.7 

0.5 

1.0 

0.9 

0.5 

0% 25% 50% 75% 100%

自分の部屋

家庭

学校

地域

インターネット空間

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

あてはまるものがない、わからない 無回答

居場所についてみると、自分の部屋や家庭と回答した割合が９割 また、インターネ

ット空間と回答した割合はおよそ５割 

あなたにとっての居場所（ほっとできる場所、居心地のよい場所など）についてみると、小中

学生、若者いずれも自分の部屋、家庭については居場所となっている（「そうおもう」＋「どちら

かといえばそうおもう」）は９割となっています。また、「インターネット空間」ついては、そう

思う（「そう思う」＋「どちらかといえばそう思う」）は小中学生では約８割、若者ではおよそ５

割となっています。【小中学生 問 15 若者 問 16】 

問15 居場所になっているか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】 居場所になっているか（国調査結果） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：令和４年 政府統計「こども・若者の意識と生活に関する調査」 

小中学生 n=790 

10～14 歳 n=1,520 
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71.1 

56.3 

12.6 

19.1 

23.4 

15.1 

32.5 

23.7 

34.3 

26.2 

2.6 

5.1 

19.1 

18.0 

18.8 

1.8 

3.4 

18.9 

12.9 

15.5 

8.2 

1.4 

21.8 

13.1 

13.5 

1.2 

1.4 

3.8 

2.6 

2.6 

0% 25% 50% 75% 100%

自分の部屋

家庭

（実家や親族の家を含む）

職場

（過去の職場を含む）

地域

インターネット空間

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

あてはまるものがない 無回答

64.8 

54.0 

14.7 

13.7 

21.1 

19.5 

33.0 

30.1 

36.9 

35.5 

3.2 

6.4 

19.8 

18.7 

16.5 

2.4 

4.5 

23.4 

15.7 

15.7 

9.7 

1.7 

10.9 

14.1 

10.4 

0.5 

0.5 

1.1 

0.9 

0.8 

0% 25% 50% 75% 100%

自分の部屋

家庭

学校

地域

インターネット空間

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

あてはまるものがない、わからない 無回答

問16 居場所になっているか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】 居場所になっているか（国調査結果） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：令和４年 政府統計「こども・若者の意識と生活に関する調査」 

 

  

若者 n=650 

15～39 歳 n=7,035 
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15.2 

8.9 

23.2 

11.5 

9.4 

9.0 

11.9 

8.2 

16.7 

12.4 

8.0 

11.6 

13.2 

14.2 

8.1 

14.7 

14.2 

14.1 

59.6 

68.6 

51.9 

61.3 

68.4 

65.2 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

0% 25% 50% 75% 100%

会話やメール等をよくする

何でも悩みを相談できる

楽しく話せる時がある

困ったときは助けてくれる

ほかの人には言えない

本音を話せる

強いつながりを感じている

そうおもう どちらかといえばそうおもう

どちらかといえばそうおもわない そうおもわない

無回答

8.6 

8.8 

8.3 

9.1 

11.1 

9.3 

15.5 

14.8 

12.9 

62.9 

61.4 

65.6 

3.9 

3.9 

3.9 

0% 25% 50% 75% 100%

何でも悩みを相談できる人がいる

困ったときは助けてくれる

ほかの人には言えない

本音を話せることがある

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

無回答

インターネット上やコミュニティで出会った人との関わりについてみると、小中学生、若者い

ずれもすべての項目でそう思わない」が高くなっています。一方で、そう思う（「そうおもう」＋

「どちらかといえばそうおもう」）と回答している方が一定数います。 

【小中学生 問 19 若者 問 20】 

問19 インターネット上やコミュニティで出会った人との関わりについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】 インターネット上やコミュニティで出会った人との関わりについて（国調査結果） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：令和４年 政府統計「こども・若者の意識と生活に関する調査」 

  

小中学生 n=790 

10～14 歳 n=1,520 
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1.8 

2.0 

2.0 

0% 25% 50% 75% 100%

会話やメール等をよくする

何でも悩みを相談できる

楽しく話せる時がある

困ったときは助けてくれる

他の人には言えない

本音を話せる

強いつながりを感じている

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

無回答
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5.2 

14.7 

5.3 

6.4 

5.9 

12.4 

7.3 

16.6 

9.5 

9.8 
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14.7 
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14.6 

15.9 

62.3 

70.2 

57.2 

68.3 

67.8 

65.9 

1.4 

1.4 

1.4 

1.4 

1.4 

1.4 

0% 25% 50% 75% 100%

会話やメール等をよくしている

何でも悩みを相談できる人がいる

楽しく話せる時がある

困ったときは助けてくれる

他の人には言えない

本音を話せることがある

いつも強いつながりを感じている

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

無回答

問20 インターネット上やコミュニティで出会った人との関わりについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】 インターネット上やコミュニティで出会った人との関わりについて（国調査結果） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：令和４年 政府統計「こども・若者の意識と生活に関する調査」 

 

若者 n=650 

15～39 歳 n=7,035 


